
付知里山再生プロジェクトだより

山林整備ボランティア
令和3年3月6日(土)　

  曇のち晴れ

里山の整備を実施しました。
伐採し、林内に残っている宝物の回収です。回収しないと山では障害物となります。
宝物とは、薪ストーブ用の薪、及びキノコ栽培用榾木です。
枝葉は、バイオ肥料にします。
天候が心配でしたが、良く晴れ、気温20℃近く上がり3月とは思えない陽気でした。
力仕事の為、汗だくになりましたが、心地よい疲れです。
筋肉痛が心配でしたが大丈夫のようです。
林の中には有り余る間伐材が放置されています。
皆さん、里山プロジェクトと一緒に山仕事をしてみませんか？
災害時にはこれが曲者。回収すれば山が喜びます。

イハラニュース2月号で紹介されたTシャツを着用

若さのパワー



高齢パワー

枝葉は4トン車に一杯以上ありそう

野のビオラ



斜面がきつい

大量です 小枝と薪に分けます

薪はパレットに約10杯ほど回収 枝葉は、バイオ肥料に

イヌノフグリ

本日はお疲れ様でした。

晩酌はいつもより旨いはず。



整備前

整備後

ここは憩いの森“安楽満の森”として整備します
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